
本
書
は
「
学
術
叢
書
・
禅
仏
教
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
禅
仏
教
の
体
系
と
方
法
を
総
合
化
し
た

の
が
、
晴
天
台
智
者
大
師
説
、
門
人
瀧
頂
記
『
摩
訶
止
観
』
二
十
巻
で
あ

る
。
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
禅
仏
教
の
体
系
と
方
法
と
い
う
新
し
い
視
座

の
も
と
に
、
『
摩
訶
止
観
」
、
も
し
く
は
天
台
止
観
に
関
わ
る
諸
課
題
に
新

た
な
照
明
を
当
て
よ
う
と
企
図
し
た
意
欲
作
で
あ
る
。
『
摩
訶
止
観
』
あ

る
い
は
天
台
止
観
に
関
す
る
近
年
の
研
究
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
既
に
、

関
口
真
大
著
「
天
台
小
止
観
の
研
究
』
（
昭
二
九
）
、
同
校
注
「
摩
訶
止
観
』

上
下
二
巻
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
一
）
、
安
藤
俊
雄
著
『
天
台
学
ｌ
根

本
思
想
と
そ
の
展
開
ｌ
』
（
昭
四
三
）
、
関
口
真
大
著
『
天
台
止
観
の
研

究
」
（
昭
四
四
）
、
同
訳
注
『
天
台
小
止
観
」
一
巻
（
岩
波
文
庫
、
昭
四
九
）
、

同
編
著
『
止
観
の
研
究
』
（
昭
五
○
）
、
新
田
雅
章
著
『
天
台
実
相
論
の
研

究
』
（
昭
五
六
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
こ
の
よ

う
に
、
、
天
台
止
観
に
関
す
る
刊
行
物
は
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、

果
た
し
て
、
天
台
止
観
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
読
ん

だ
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
段
に
な
る
と
、
ま
る
で
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
状

態
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
が
、
実
に
心
も
と
な
い
限
り
で
あ
る
と
い
う
の

池
田
魯
参
著

摩
訶
止
観
研
究
序
説

山
野
俊
郎

が
現
実
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
（
「
は
し
が
き
」
）
。
そ
こ
で
著
者
は
、
「
『
摩

訶
止
観
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
の
が
自
然
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
読

む
の
が
い
い
の
か
」
と
い
う
原
初
的
な
問
い
を
設
定
し
、
そ
の
問
い
に
答

え
る
べ
く
、
本
書
に
お
い
て
、
天
台
宗
六
祖
・
荊
溪
湛
然
の
『
止
観
義
例
』

二
巻
と
『
止
観
大
意
」
一
巻
を
と
り
あ
げ
、
『
摩
訶
止
観
』
に
対
す
る
湛
然

の
解
釈
方
法
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
「
湛
然
の

解
釈
学
を
前
提
に
す
え
て
見
る
時
、
従
来
の
研
究
に
見
ら
れ
る
不
備
な
点

や
偏
向
し
て
い
た
点
を
、
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
『
摩
訶
止
観
』
の
厳
密
な
解
釈
理
解
が

可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
確
信
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
」
（
「
は

し
が
き
」
）
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
『
摩
訶
止
観
』
を
ど
う

読
む
か
と
い
う
、
天
台
止
観
研
究
の
最
も
基
本
的
な
課
題
に
鋭
く
迫
ま
る

本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
斯
学
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
慶
ぱ
し
い
こ
と

で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
は
序
章
を
含
め
て
四
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

章
と
節
目
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章
問
題
の
所
在
と
展
望

第
一
章
荊
溪
湛
然
の
解
釈
学

第
一
節
湛
然
教
学
の
再
評
価

第
二
節
『
止
観
義
例
』
の
解
釈
学

第
二
章
『
摩
訶
止
観
』
の
構
成
内
容

第
一
節
『
止
観
大
意
』
の
解
題
法

第
二
節
『
止
観
大
意
』
解
題
法
の
問
題
点

第
三
章
天
台
止
観
の
課
題
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以
下
、
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
、
著
者
自
身
の
言
葉
を
も
引
き
つ
つ
、

簡
略
に
紹
介
し
て
み
る
。
ま
ず
、
序
章
「
問
題
の
所
在
と
展
望
」
で
は
、

天
台
智
顔
の
師
・
南
岳
慧
思
か
ら
、
明
代
の
戟
益
智
旭
に
至
る
天
台
宗
と

禅
宗
の
交
渉
の
教
学
的
な
展
望
が
示
さ
れ
て
い
る
。
慧
思
の
定
慧
不
二
を

主
張
す
る
実
践
的
な
学
風
を
継
承
し
た
智
顎
に
お
い
て
、
教
（
理
論
）
と

観
（
実
践
）
の
統
合
と
体
系
化
が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
南
北
朝
時
代

の
禅
観
論
の
展
開
は
、
天
台
止
観
の
成
立
へ
と
結
実
し
た
、
と
評
さ
れ
る
。

次
い
で
唐
代
に
入
る
と
、
禅
宗
の
隆
盛
を
背
景
に
、
華
厳
宗
の
第
四
祖
・

清
涼
澄
観
は
、
天
台
止
観
に
対
す
る
禅
宗
の
修
行
法
の
優
位
性
を
唱
え
、

そ
の
よ
う
な
評
価
は
、
更
に
、
華
厳
宗
五
祖
の
圭
峰
宗
密
に
至
っ
て
一
層

尖
鋭
化
さ
れ
た
と
い
う
。
「
澄
観
・
宗
密
に
い
た
っ
て
定
着
し
た
観
の
あ

る
、
こ
の
よ
う
な
天
台
止
観
に
対
す
る
過
小
評
価
な
い
し
誤
解
を
廃
そ
う

と
し
て
、
荊
溪
湛
然
（
七
二
’
七
八
二
）
は
、
天
台
三
大
部
の
研
究
を

進
め
、
天
台
学
の
研
究
方
法
を
大
成
し
た
の
で
あ
る
」
（
三
頁
）
と
著
者
は

指
摘
し
て
い
る
。
趙
宋
時
代
に
お
い
て
、
積
極
的
に
禅
宗
と
の
教
理
論
争

を
展
開
し
た
の
が
四
明
知
礼
で
あ
る
。
彼
は
湛
然
の
教
学
を
証
権
と
し
て
、

華
厳
学
や
禅
宗
学
に
批
判
を
加
え
、
天
台
学
の
独
自
性
を
挙
揚
し
た
。
そ

第
一
節
天
台
止
観
の
基
本
構
造

第
二
節
天
台
止
観
の
体
系
と
方
法

な
お
、
「
後
記
」
に
も
述
尋
へ
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
に
載
せ
ら
れ
る
論

稿
の
多
く
は
、
既
発
表
論
文
を
本
書
の
公
刊
目
的
に
合
わ
せ
加
筆
補
正
し

た
も
の
で
あ
る
。

の
後
も
天
台
と
禅
と
の
論
争
は
承
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
天
台
止

観
と
禅
宗
と
の
交
渉
の
歴
史
を
通
覧
す
る
に
、
禅
宗
に
対
す
る
天
台
宗
側

か
ら
の
本
格
的
な
批
判
・
対
決
の
始
源
は
湛
然
に
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
後

の
禅
宗
批
判
に
お
い
て
も
、
湛
然
教
学
が
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
続
け
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
一
章
「
荊
溪
湛
然
の
解
釈
学
」
の
第
一
節
「
湛
然
教
学
の
再

評
価
」
に
お
い
て
は
、
天
台
止
観
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
湛
然

教
学
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
湛
然

教
学
が
歴
史
的
な
限
定
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ

る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
厳
し
い
状
況
に
身
を
処
し
た
湛
然
の
解
釈
学
の
立
場

を
避
け
て
通
っ
た
の
で
は
、
天
台
止
観
の
正
当
な
理
解
は
と
う
て
い
果
た

し
え
な
い
」
（
一
二
頁
）
こ
と
を
、
著
者
は
強
調
し
て
い
る
。
第
二
節
「
「
止

観
義
例
」
の
解
釈
学
」
で
は
、
「
天
台
止
観
を
ど
う
読
む
か
」
と
い
う
課

題
に
応
え
る
著
述
と
し
て
、
湛
然
の
『
止
観
義
例
』
二
巻
を
と
り
あ
げ
、

そ
の
全
体
に
わ
た
っ
て
、
豊
富
な
註
記
を
施
し
つ
つ
通
釈
し
て
い
る
。
「
止

観
義
例
』
は
、
大
略
、
㈹
所
伝
部
別
例
、
②
所
依
正
教
例
、
⑧
文
義
消
釈

例
、
④
大
意
総
別
例
、
⑤
心
境
釈
義
例
、
⑥
解
行
相
資
例
、
⑦
聡
疑
顕
正

例
、
の
七
例
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
と
く
に
、
③
文
義
消
釈

例
で
は
、
「
文
義
」
（
能
詮
の
文
と
所
詮
の
義
）
を
詳
究
す
る
こ
と
、
及
び

「
体
勢
」
（
綱
格
と
構
想
）
を
消
釈
す
る
こ
と
の
二
面
か
ら
、
「
『
摩
訶
止

観
』
を
文
章
論
と
し
て
ど
う
読
む
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
文
字
通
り
の

解
釈
例
」
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
例
職
疑
顕
正
例
で
は
、
頓
漸
・
頓
頓
の

問
題
、
『
摩
訶
止
観
』
の
解
釈
上
の
問
題
、
相
待
絶
待
二
妙
と
漸
頓
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
四
十
六
項
目
の
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
こ
の
主
題
は
、
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終
始
、
「
天
台
止
観
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
か
」
と
い

う
一
点
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
漸
頓
・
頓
頓
、
漸
円
・
頓

円
な
ど
の
用
語
の
規
定
を
介
し
て
、
や
が
て
教
判
や
観
法
な
ど
の
周
辺
の

問
題
を
点
描
す
る
に
い
た
る
」
（
八
三
頁
）
の
で
あ
り
、
「
こ
と
に
そ
れ
ら

の
問
題
が
、
華
厳
学
の
、
ひ
い
て
は
禅
宗
の
修
道
論
と
切
り
結
ぶ
様
友
な

課
題
を
露
わ
に
し
て
い
る
」
（
同
上
）
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

第
二
章
弓
摩
訶
止
観
』
の
構
成
内
容
」
で
は
、
著
者
は
、
湛
然
の
『
止

観
大
意
」
一
巻
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
著
作
に
明
か
さ
れ
る
湛
然
の
解
題
法

に
そ
っ
て
、
｜
『
摩
訶
止
観
』
の
構
成
及
び
内
容
の
概
略
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
節
「
『
止
観
大
意
」
の
解
題
法
」
で
は
、
『
止
観
大

意
』
の
全
体
に
わ
た
っ
て
、
詳
細
な
註
記
を
付
し
つ
つ
、
通
釈
し
て
い
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
著
作
は
、
の
天
台
の
祖
承
・
教
観
の
大
綱
、
③
本

文
の
綱
要
梗
概
、
③
結
歎
・
謙
己
、
の
三
段
の
構
成
を
通
し
て
、
「
「
摩
訶

止
観
」
が
い
か
な
る
禅
仏
教
を
体
系
化
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
題
を

解
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
第
二
節
一
‐
『
止
観
大
意
』
解
題
法
の

問
題
点
」
に
お
い
て
は
、
第
一
節
で
の
『
止
観
大
意
』
の
解
読
を
ふ
ま
え
、

こ
の
著
作
に
示
さ
れ
る
解
題
法
の
特
色
や
問
題
点
が
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
天
台
宗
の
祖
承

の
問
題
に
つ
い
て
、
湛
然
は
天
台
教
学
が
第
十
三
祖
た
る
龍
樹
の
教
を
承

け
、
慧
文
ｌ
慧
思
Ｉ
智
顎
と
正
し
く
相
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主

張
す
る
が
、
こ
の
主
張
の
背
景
に
は
、
禅
宗
の
伝
灯
論
が
存
在
す
る
こ
と

を
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
に
は
、
『
摩
訶
止
観
』
を
教
観
相
資
と

い
う
天
台
学
の
基
本
的
枠
組
の
中
で
解
説
し
て
い
る
点
」
（
一
九
六
頁
）
が

注
目
さ
れ
る
が
、
「
湛
然
の
教
観
論
は
天
台
学
の
優
位
性
を
は
か
る
基
準

で
あ
る
点
で
重
要
で
あ
る
」
（
一
九
七
頁
）
と
説
明
さ
れ
る
。
第
三
に
は
、

『
摩
訶
止
観
』
の
構
成
・
内
容
が
巻
数
に
従
っ
て
略
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
が
『
摩
訶
止
観
』
全
体
の
構
成
に
関
す
る
『
止
観
大

意
』
の
特
徴
的
な
見
解
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
四
に
注
意
す
べ
き
点
と
し

て
は
、
十
乗
観
法
の
修
行
規
定
に
関
す
る
「
上
根
一
法
・
中
根
七
法
・
下

根
十
法
」
と
い
う
解
釈
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
五
点
と

し
て
、
十
乗
観
法
に
比
べ
十
境
の
説
明
が
極
め
て
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
点

が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
、
「
『
上
根
一
法
』
を
強
調
し
、

南
宗
禅
に
伍
し
て
天
台
止
観
が
『
円
頓
』
の
特
性
を
具
足
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
、
湛
然
の
本

書
撰
述
の
意
図
を
反
映
す
る
の
で
あ
ろ
う
」
（
二
一
七
頁
）
と
解
説
し
て
い

つ
（
匂
。

一
一
一

第
三
章
「
天
台
止
観
の
課
題
」
で
は
、
第
一
章
及
び
第
二
章
に
お
け
る

湛
然
の
天
台
止
観
解
釈
に
関
す
る
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
「
禅
仏
教
に
お
い

て
み
た
『
摩
訶
止
観
』
の
諸
課
題
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
節

「
天
台
止
観
の
基
本
構
造
」
で
は
、
ま
ず
、
「
陰
入
界
境
の
位
置
」
、
及
び

「
観
不
思
議
境
の
位
置
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
い
で
「
観
不
思
議
境
の

異
解
」
に
対
す
る
著
者
の
批
判
が
述
零
へ
ら
れ
る
。
さ
て
、
十
境
の
第
一
・

陰
入
界
境
は
日
常
的
な
「
現
前
」
の
観
境
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
科
棟
境

を
経
て
、
結
局
、
「
心
」
の
こ
と
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
そ
の
「
心
」
と

は
、
著
者
の
言
葉
に
従
え
ば
、
「
宗
教
的
実
存
の
総
体
を
決
す
る
原
点
」

（
二
二
八
頁
）
で
あ
り
、
「
『
真
』
で
も
、
『
妄
』
で
も
な
い
、
た
だ
、
今
、
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こ
こ
に
、
他
の
も
の
で
は
な
く
こ
の
も
の
と
し
て
あ
る
、
そ
う
い
う
現
実

の
具
体
的
な
生
そ
の
も
の
を
、
総
体
と
し
て
名
指
し
て
い
る
点
は
、
し
っ

か
り
銘
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同
上
）
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

「
心
」
で
あ
る
陰
入
界
境
が
十
境
の
第
一
に
位
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
著

者
は
、
「
陰
入
界
境
を
第
一
に
立
て
た
の
は
、
求
道
の
具
体
的
な
現
実
の
問

題
を
離
れ
て
、
観
念
的
な
真
理
で
あ
る
と
か
、
超
越
的
な
境
界
な
ど
を
問

題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
、
今
、
こ
こ
に
、
共
灸
に
あ
る
、
総
体

と
し
て
の
宗
教
的
実
存
を
修
行
の
原
点
に
す
え
る
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味

で
あ
る
」
（
一
三
六
頁
）
と
解
説
し
て
い
る
。
次
い
で
、
十
乗
観
法
及
び
そ

の
第
一
に
据
え
ら
れ
る
観
不
思
議
境
の
意
義
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
著
者

は
こ
の
十
種
の
観
法
が
「
十
乗
の
観
法
」
と
か
「
十
重
の
観
法
」
と
称
さ

れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
十
乗
観
法
の
意
味
に
つ
い
て
、
弓
十
乗
』
『
十
重
」

と
い
わ
れ
る
の
は
、
本
来
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
が
、
十
種
類
集
め
ら

れ
た
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
は
な
く
、
第
一
の
観
不
思
議
境
が
成
立
す
る

同
一
の
場
所
で
、
第
二
な
い
し
第
十
の
観
法
が
成
立
す
る
と
い
う
ほ
ど
の

意
味
で
あ
ろ
う
」
（
二
三
○
頁
）
と
述
尋
へ
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
湛
然
の
「
上
根
一
法
・
中
根
七
法
・
下
根
十
法
」
の
教
説
を
批
判
し

て
い
る
。
行
者
の
根
性
を
上
中
下
の
三
段
階
に
分
け
、
そ
れ
を
十
乗
の
観

法
に
対
配
す
る
湛
然
の
解
釈
法
自
体
、
そ
も
そ
も
無
用
な
も
の
で
あ
る
が
、

も
し
仮
に
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
方
法
を
前
提
と
し
て
言
う
と
す
れ
ば
、
「
上

根
一
法
・
下
根
十
法
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
「
上
根
十
法
・
下
根

一
法
」
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
著
者
は
主
張
し
、
「
こ
の
十
乗
の
観
法
は
、

も
と
も
と
智
顎
の
実
践
体
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
智
顎

の
内
証
の
世
界
で
、
こ
の
十
法
が
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
位
置
を
し
め
、
明
ら

か
な
豊
か
な
内
実
を
と
も
な
っ
て
組
織
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
思
い
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
一
点
は
動
か
し
て
は
な
ら

な
い
観
点
で
あ
ろ
う
」
（
二
三
二
頁
）
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
十

乗
観
法
の
第
一
・
観
不
思
議
境
は
、
「
心
は
こ
れ
不
可
思
議
と
観
ず
る
」

こ
と
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
実
は
、
「
空
・
仮
・
中
の
三

法
に
展
開
す
る
一
切
法
の
あ
り
よ
う
を
、
三
諦
と
認
め
、
そ
の
三
観
に
よ

っ
て
三
智
を
成
就
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
二
三
九
頁
）
と
説
明
さ
れ
る
。
次

い
で
、
「
観
不
思
議
境
の
異
解
」
と
し
て
、
安
藤
俊
雄
博
士
の
学
説
を
と
り

あ
げ
て
批
判
を
加
え
、
さ
ら
に
、
四
明
知
礼
の
観
不
思
議
境
解
釈
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
ず
、
十
乗
観
法
の
第
一
・
観
不
思
議
境
を
「
初
歩
」
の
観

法
で
あ
る
と
し
、
第
三
・
巧
安
止
観
を
円
頓
止
観
の
正
修
行
の
中
心
で
あ

る
と
す
る
安
藤
博
士
の
見
解
に
、
著
者
の
批
判
が
向
け
ら
れ
る
。
安
藤
博

士
は
、
『
摩
訶
止
観
』
の
「
観
不
思
議
境
」
と
い
う
名
称
が
必
ず
し
も
確

定
的
一
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、
智
韻
の
他
の
著
述
で
は
、
「
体
解
不
思
議

境
」
、
「
善
識
不
思
議
境
」
、
「
善
識
不
思
議
因
縁
」
、
「
知
不
思
議
正
因
縁
」
、

「
信
順
不
思
議
一
実
四
諦
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
「
こ
れ
ら
の
呼
称
は
、
決
し
て
観
不
思
議
境
が
一

法
の
み
で
円
頓
止
観
の
目
的
を
実
証
す
る
と
い
う
よ
う
な
神
秘
的
・
叡
智

的
な
直
観
の
如
き
も
の
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
三
観
義
や
大

部
四
教
義
の
善
識
と
か
、
あ
る
い
は
と
く
に
四
念
処
の
信
順
と
い
う
名
称

、
℃

が
示
す
よ
う
に
、
十
乗
観
法
の
初
歩
と
し
て
の
地
位
に
置
か
れ
る
雲
へ
き
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
」
（
『
天
台
学
』
、
昭
和
四
三
、
二
九
二
頁
、
傍
点
筆
者
）

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
安
藤
博
士
は
、
「
摩
訶
止
観
』
に
お
け
る

十
乗
観
法
の
修
行
規
定
を
探
る
べ
く
、
「
陰
入
界
境
」
の
文
章
を
検
討
し
た
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結
果
、
十
乗
観
法
の
前
三
法
た
る
観
不
思
議
境
、
起
慈
悲
心
、
及
び
巧
安

止
観
の
三
種
観
法
は
一
具
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
巧
安
止
観
が
円

頓
止
観
の
正
修
行
と
し
て
最
も
重
要
で
あ
り
、
観
不
思
議
境
や
起
慈
悲
心

は
、
巧
安
止
観
の
前
階
と
し
て
修
行
さ
る
・
へ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
（
同
耆
、
二
八
六
’
二
九
○
頁
参
照
）
。

安
藤
博
士
の
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
著
者
は
、
観
不
思
議
境
こ

そ
が
修
行
の
出
発
点
で
あ
る
と
同
時
に
帰
結
点
で
あ
り
、
他
の
第
二
な
い

し
第
十
の
観
心
法
が
成
立
す
る
共
通
の
場
所
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
観
不
思
議
境
を
「
湛
然
の
よ
う
に
『
上
根
』
の
観
法
で
あ
る

な
ど
と
い
う
必
要
も
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
〔
安
藤
博
士
の
よ
う
に
〕

『
初
歩
』
の
観
法
で
あ
る
な
ど
と
い
う
必
要
も
な
い
」
（
二
四
○
頁
、
〔
〕

は
筆
者
）
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
な
観
点
か
ら
、
「
十
種
の
観

心
法
に
つ
い
て
、
ど
れ
は
重
要
で
あ
る
が
、
ど
れ
は
重
要
で
な
い
と
い
う

よ
う
な
解
釈
法
自
体
が
、
無
用
で
あ
る
」
（
二
四
一
頁
）
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
著
者
に
よ
る
安
藤
説
批
判
に
関
し
て
、
以
下
、
卑

見
を
若
干
述
べ
て
み
る
。
著
者
は
、
上
引
の
安
藤
博
士
の
文
章
中
に
見
え

る
「
初
歩
」
と
い
う
語
を
、
「
上
根
」
の
観
法
（
Ｉ
上
根
の
者
だ
け
が
成
就

し
う
る
難
解
難
入
の
観
法
）
に
対
す
る
「
初
歩
」
の
観
法
、
す
な
わ
ち
、

初
心
者
の
た
め
の
容
易
な
、
い
わ
ゆ
る
初
歩
的
な
観
法
、
の
意
に
解
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
「
初
歩
」
と
い
う
語
に

対
す
る
著
者
の
そ
の
よ
う
な
理
解
は
、
正
確
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
も
と
の
文
脈
に
お
け
る
「
初
歩
」
と
い
う
語
は
、
い
わ
ゆ
る
初
歩

的
な
観
法
の
意
味
で
は
な
く
、
「
出
発
点
」
の
如
き
意
味
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
安
藤
博
士
は
、
そ
こ
で
、
観
不
思
議
境
が
容
易

な
初
歩
的
な
観
法
で
あ
る
こ
と
を
述
舎
へ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
十

乗
観
法
実
修
に
際
し
て
最
初
に
修
め
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
り
、
修
行
の
出

発
点
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
天
台
止
観
の

修
行
者
は
十
乗
観
法
を
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
思
議
境
を
証
得
し
、

入
住
の
利
益
を
得
る
と
『
摩
訶
止
観
』
に
は
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
、
不
思
議
境
の
証
悟
を
目
的
と
し
て
、
十
乗
観
法
を
修
行
す
る
と
い
う

現
実
的
修
道
の
立
場
に
立
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
安
藤
博
士
の
、
三
種
観
法

を
一
具
の
も
の
と
見
な
し
、
特
に
実
践
的
な
観
点
か
ら
巧
安
止
観
を
重
視

す
る
見
解
も
決
し
て
不
当
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
上
根
一
法
・
中

根
七
法
・
下
根
十
法
」
を
唱
え
を
湛
然
の
よ
う
な
立
場
も
認
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
私
は
考
え
る
。
安
藤
博
士
の
学
説
や
湛
然
の
教
説
が

導
き
出
さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
た
『
摩
訶
止
観
』
正
修
章
の
諸
文
（
「
天
台

学
』
二
八
二
’
二
九
○
頁
参
照
）
は
、
や
は
り
、
そ
の
よ
う
な
見
解
を
支

持
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
節
「
天
台
止
観
の
体
系
と
方
法
」
で
は
、
「
行
儀
の
面
か
ら
見
た

天
台
止
観
の
課
題
」
を
と
り
あ
げ
、
第
一
節
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
な

「
天
台
止
観
の
基
礎
理
論
が
、
天
台
智
顎
自
身
に
お
い
て
、
な
い
し
は
彼

が
指
導
し
た
教
団
に
お
い
て
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
実
修
さ
れ
て

い
た
か
、
と
い
う
問
題
」
（
二
五
三
頁
）
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
智
顎
の
弟
子
・
章
安
灌
頂
の
編
墓
に
な
る
『
国
情
百
録
』
巻
一
所
収

の
「
立
制
法
」
十
カ
条
を
、
「
天
台
山
国
清
寺
清
規
」
と
い
う
名
称
の
も

と
に
と
り
あ
げ
、
検
討
を
加
え
て
い
る
。
「
立
制
法
」
十
カ
条
の
う
ち
、

第
一
条
で
は
、
道
場
に
お
い
て
行
ず
る
修
道
方
法
と
し
て
、
仇
「
依
堂
坐

禅
」
（
’
四
時
坐
禅
と
六
時
礼
仏
）
、
②
「
別
場
骸
悔
」
（
’
四
種
三
昧
）
、
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⑧
「
知
僧
事
」
、
の
三
種
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
㈹
に
つ
い
て
は

「
堂
で
行
ず
る
僧
は
、
四
時
の
坐
禅
と
六
時
の
礼
仏
を
恒
の
務
と
す
る
」

こ
と
が
、
ま
た
、
⑥
に
つ
い
て
は
「
別
行
の
僧
の
行
法
も
、
三
日
に
限
り
、

そ
の
外
は
大
衆
の
十
時
の
行
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
を
う
け
て
、
著
者
は
、
「
「
六
時
礼
仏
』
に

加
え
て
「
四
時
坐
禅
』
を
規
定
し
た
こ
と
は
、
中
国
仏
教
史
上
画
期
的
な

こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
特
に
清
規
の
成
立
史
的
な
観
点
か

ら
注
意
さ
れ
る
点
で
あ
る
」
（
二
六
○
頁
）
と
述
べ
、
「
別
行
も
三
日
を
期

限
と
し
て
大
衆
の
十
時
の
行
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
立
制
法
の
基
本
が
、
大
衆
一
如
の
修
道
精
神
に
あ
っ
た
こ

と
は
明
瞭
で
あ
り
、
清
規
思
想
の
根
幹
と
も
い
う
ぺ
き
も
の
が
標
傍
さ
れ

て
い
る
」
（
同
上
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
次
い
で
、
修
道
方
法
の
一
と
し
て

示
さ
れ
た
「
知
事
」
（
「
知
僧
事
」
）
の
内
容
と
意
義
が
考
察
さ
れ
る
。
こ

こ
に
い
う
「
知
事
」
と
は
、
「
教
団
に
帰
属
す
る
大
衆
の
安
立
を
計
り
利

益
を
計
っ
て
、
修
行
生
活
に
必
要
な
諸
般
の
こ
と
を
担
当
す
る
こ
と
」
（
二

六
六
頁
）
を
意
味
し
、
知
事
に
携
わ
る
知
事
僧
の
役
割
や
心
構
え
は
、
「
百

録
』
の
「
立
制
法
」
第
五
条
や
第
七
「
訓
知
事
人
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
「
非
行
非
坐
三
昧
に
お
け
る
、
約
三
性
の
段
で
示
さ
れ

る
説
や
、
『
覚
意
三
味
』
で
示
す
教
理
論
は
、
正
し
く
清
規
思
想
の
基
礎

理
論
で
あ
っ
た
」
（
二
七
一
頁
）
。
中
国
仏
教
に
お
い
て
、
智
韻
以
前
の
僧

侶
は
、
「
捨
戒
」
を
前
提
と
し
て
労
役
に
服
し
た
の
で
あ
る
が
、
智
顎
は

彼
の
清
規
思
想
を
基
盤
と
し
て
独
自
の
修
道
論
を
具
体
化
し
た
の
で
あ
り
、

か
く
て
、
智
韻
の
「
立
制
法
」
が
労
働
を
知
事
僧
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
こ
と

は
、
清
規
思
想
の
新
し
い
局
面
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
、
と
著
者
は
指
摘

し
て
い
る
。
次
に
、
著
者
は
、
草
創
期
の
天
台
山
国
清
寺
教
団
で
実
修
さ

れ
て
い
た
礼
徴
法
と
し
て
、
「
敬
礼
法
」
と
「
普
礼
法
」
を
と
り
あ
げ
諺

検
討
し
、
前
者
は
特
に
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
ま
た
、

後
者
は
「
華
厳
経
』
に
基
づ
く
行
法
で
あ
る
こ
と
が
明
さ
れ
て
い
る
。
次

い
で
、
四
極
三
昧
の
行
法
体
系
が
、
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
成
立
し

た
か
と
い
う
課
題
に
、
考
察
を
加
え
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
天
台
止

観
の
基
礁
は
、
非
行
非
坐
三
味
で
あ
る
随
自
意
三
昧
に
置
か
れ
て
お
り
、

「
四
種
三
昧
の
組
織
そ
の
も
の
も
、
随
自
意
三
味
の
意
味
構
造
の
な
か
か

ら
、
特
に
行
儀
の
面
に
意
を
注
い
で
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
三
一
○

頁
）
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
智
顎
が
構
築
し
た
四
種
三
昧
の
体
系

は
、
修
道
生
活
の
日
常
性
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
四
種
の

行
法
相
互
の
間
に
は
、
価
値
的
な
関
係
や
序
列
化
の
意
図
は
存
在
し
な
い
」

（
三
一
七
頁
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
四
種
三
味
の
根
拠
を
念
仏
の
一
行

に
託
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
四
種
三
味
が
坐
禅
の
一
行
に
帰
す
る
と
考
え

る
よ
う
な
、
後
世
行
わ
れ
た
理
解
の
仕
方
が
、
偏
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
最
後
に
、
「
天
台
止
観
の
坐
禅
儀
」
と
い
う

項
目
の
も
と
に
、
天
台
止
観
に
お
け
る
坐
禅
の
行
儀
・
方
法
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
著
者
は
、
こ
こ
で
、
智
領
の
最
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
次
第
禅

門
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
調
身
・
調
息
・
調
心
の
段
の
原
文
の
訳
文
を
提

示
し
、
坐
法
に
関
す
る
個
套
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
註
記
を
施
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
坐
禅
作
法
に
関
し
て
、
「
智
顎
の
最
初
期
に
著
述
さ

れ
た
こ
の
坐
禅
儀
が
、
生
涯
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と
な
く
依
用
さ
れ
て
い

た
」
（
三
二
六
頁
）
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
若
干
の
卑
見
を
も
雑
え
な
が
ら
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
て
み

83



た
。
本
書
で
は
湛
然
の
解
釈
学
を
前
提
と
し
て
、
「
『
摩
訶
止
観
』
を
ど
う 

読
む
か
」
と
い
う
天
台
止
観
の
最
も
基
本
的
な
課
題
が
、
鋭
く
追
究
さ
れ 

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
課
題
を
、
湛
然
と
同
様
に
、
深
く
自
覚
し
た
人
物 

と
し
て
、
我
わ
れ
は
趙
宋
天
台
の
四
明
知
礼
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
知
礼
教
学
を
踏
ま
え
た
天
台
止
観
の
解
明
も
、
今
後
に
残
さ
れ
た 

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
わn

る
。

(

昭
和
六
一
年
二
月
二
五
日
、
大
東
出
版
社
、
人5
判
、
お+

三
四
ハ
頁
、
索
引 

一
四
頁
、
入
五
〇
〇
円)
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